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ュ
ー
ル
に
漁
業
操
業
や
出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
第
二
は
、
長
時
間
輸
送
に
よ
る
鮮
度
劣
化
と
単
価
下
落
で
あ
る
。

魚
介
類
の
評
価
基
準
の
ひ
と
つ
は
鮮
度
で
あ
る
が
、
離
島
か
ら
本
土
へ

の
輸
送
に
は
時
間
が
か
か
り
、
単
価
が
下
落
す
る
場
合
も
多
い
。
第
三

は
、
生
産
費
用
が
割
高
に
な
る
点
で
あ
る
。
離
島
振
興
法
な
ど
に
よ
る

戦
略
産
品
の
輸
送
費
支
援
が
あ
る
と
は
い
え
、
島
外
出
荷
に
は
費
用
が

か
か
る
。
島
外
か
ら
搬
入
す
る
漁
具
や
燃
油
な
ど
も
本
土
と
比
べ
て
割

高
で
あ
る
。
第
四
は
、
島
内
の
消
費
市
場
は
小
さ
く
島
外
出
荷
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
離
島
漁
業
は
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
数
々
の
条
件
不
利

に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
漁
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
離
島
漁
業
の
弱
体
化
に

弱
体
化
す
る
離
島
漁
業

離
島
の
主
力
産
業
の
ひ
と
つ
は
漁
業
で
あ
る
が
、
そ
の
経
営
は
厳
し

さ
が
増
し
て
い
る
。
実
際
に
離
島
に
お
け
る
漁
業
生
産
金
額
は
一
九
九

〇
年
代
以
降
減
少
し
て
お
り
、
全
生
産
金
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
も
低
下

傾
向
に
あ
る
な
ど
、
本
土
地
域
を
上
回
る
速
度
で
漁
業
生
産
が
弱
体
化

し
て
い
る
。
で
は
、
周
辺
に
優
良
漁
場
を
抱
え
る
こ
と
が
多
い
離
島
漁

業
は
、
な
ぜ
弱
体
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
。

離
島
の
漁
業
経
営
を
苦
し
め
る
要
因
と
し
て
、
お
も
に
四
つ
の
条
件

不
利
性
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
は
、
販
売
機
会
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
限
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

多
く
の
離
島
の
出
荷
手
段
は
フ
ェ
リ
ー
便
で
あ
り
、
そ
の
運
航
ス
ケ
ジ

新
し
い
離
島
振
興
への
提
言 

水
産
振
興

鹿
児
島
大
学
准
教
授
　
鳥
居 

享
司

離
島
漁
業
の
経
営
振
興
に
向
け
、
な
す
べ
き
こ
と

─
輸
送
費
対
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・
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材
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携
・
新
技
術
導
入



33
No.268季刊しま

の
弱
体
化
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
漁
業
の
多
面
的
機
能
と
は
、

例
え
ば
、
国
境
離
島
に
お
い
て
、
漁
業
者
が
操
業
す
る
こ
と
に
よ
り
漁

業
生
産
と
同
時
に
国
境
監
視
機
能
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
考

え
方
で
あ
る
。
実
際
に
離
島
に
漁
業
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離

島
周
辺
の
環
境
保
全
、
海
難
救
助
、
防
災
、
国
境
監
視
な
ど
の
多
面
的

機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
日
本
の
領
海
な
ど
に
お
い
て
外
国

船
に
よ
る
違
法
操
業
、
外
国
公
船
の
侵
入
な
ど
が
相
次
い
で
お
り
、
国

境
離
島
の
弱
体
化
が
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
直
結
す
る
こ
と
を
国
民
が

広
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
国
防
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
漁

業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
は
、
漁
業
経
営
の
安
定
が
欠
か
せ
な
い
。

漁
業
経
営
の
改
善
に
取
り
組
む
島
々

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
漁
業
者
は
た
だ
傍
観
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
離
島
漁
業
の
現
場
で
は
、
各
島
の
特
性
を
生
か
し
た
経
営

改
善
・
存
続
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

奄
美
漁
業
協
同
組
合
笠か

さ

利り

本
所
（
鹿
児
島
県
奄
美
市
）

―
直
接
取
引
の
開
拓
と
新
技
術
の
導
入

奄
美
漁
協
笠
利
本
所
は
約
七
〇
名
の
正
組
合
員
を
有
し
、
一
本
釣
り

漁
業
を
中
心
に
、
潜
水
器
漁
業
、
モ
ズ
ク
養
殖
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い

よ
り
何
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
か
。

雇
用
の
確
保
・
食
の
提
供
・
安
全
保
障
機
能
を
担
う
離
島
漁
業

離
島
に
お
け
る
漁
業
の
就
業
者
数
は
、
約
一
・
六
万
人
（
二
〇
一
五
年
。

離
島
振
興
関
係
四
法
の
指
定
離
島
の
み
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
離
島
の
全
就
業

者
の
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
計
算
で
あ
る
。
一
九

九
五
年
の
約
三
・
六
万
人
か
ら
比
べ
る
と
半
数
以
下
に
ま
で
減
少
し
て

は
い
る
が
、
い
ま
な
お
漁
業
は
離
島
の
住
民
の
雇
用
機
会
と
所
得
の
提

供
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
漁
業
経
営
が
悪
化
す
る
こ
と
で

離
島
の
住
民
の
就
業
機
会
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
耕
作

可
能
な
土
地
に
限
り
の
あ
る
小
規
模
離
島
ほ
ど
漁
業
就
業
者
の
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
り
、
も
し
漁
業
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、
ほ
か
に
所
得

を
求
め
る
機
会
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
人
口
流
出
や
そ
れ
に
よ
る
島

の
経
済
・
社
会
の
弱
体
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
く
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
国
民
へ
の
食
料
供
給
と
い
う
漁
業
の
本
来
的
機
能
の
低
下
も

指
摘
で
き
る
。
離
島
周
辺
海
域
は
水
産
資
源
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、

一
九
九
〇
年
の
離
島
の
漁
業
生
産
金
額
は
約
二
七
三
四
億
円
と
、
わ
が

国
全
体
の
同
金
額
の
約
一
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
し
か

し
、こ
れ
が
二
〇
一
七
年
に
は
約
一
一
一
二
億
円
（
約
六・九
パ
ー
セ
ン
ト
）

に
ま
で
低
下
し
て
い
る
（
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
『
２
０
１
８
離
島
統
計
年
報
』）。

漁
業
生
産
の
過
程
で
副
次
的
に
生
み
出
さ
れ
る
漁
業
の
多
面
的
機
能

新しい離島振興への提言 水産振興
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漁業者による共同出荷作業（奄美漁協笠利本所）。

る
。
出
荷
先
は
、
奄
美
漁
協
が
運
営
す
る
市
場
の
ほ
か
、
名な

瀬ぜ

・
鹿
児

島
・
泊と

ま
り

（
那
覇
）
市
場
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
に
沖
縄

県
の
量
販
店
Ａ
社
か
ら
直
接
取
引
の
打
診
を
受
け
た
漁
協
は
、
同
年
三

月
よ
り
市
場
を
介
さ
な
い
直
接
取
引
を
開
始
し
た
。
取
引
価
格
は
市
場

の
年
間
平
均
価
格
よ
り
や
や
高
値
、
出
荷
対
象
魚
は
ヒ
メ
ダ
イ
、
ア
オ

ダ
イ
の
二
種
で
あ
っ
た
。
量
販
店
か
ら
魚
の
処
理
方
法
は
指
定
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
当
初
は
野
締
め
、
活
け
締
め
、
神
経
締
め
、
脱
血
処
理

の
有
無
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
質
の
魚
が
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
出
荷
さ
れ

て
い
た
［
※
１
］。
そ
の
後
、
漁
業
者
や
漁
協
職
員
は
、
沖
縄
県
内
の
漁

協
か
ら
丁
寧
に
処
理
さ
れ
た
魚
が
泊
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
大
切
な
販
売
先
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
活
け
締
め
を
徹
底
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
処
理
を
施
し
て
も
Ａ
社
と
の
契
約
価
格

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
出
荷
魚
へ
の
信
頼
性
が
高
ま
り
、
多
く
の
魚

種
の
直
接
取
引
の
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
。

一
六
年
四
月
、
奄
美
漁
協
と
漁
業
者
は
「
低
酸
素
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ

ン
バ
ブ
ル
海
水
（
Ｕ
Ｆ
Ｂ
）」
を
用
い
た
品
質
保
持
の
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。
こ
れ
は
、
微
細
な
窒
素
の
泡
を
冷
海
水
へ
溶
か
し
、
そ
の
海
水

に
魚
を
浸
漬
す
る
こ
と
で
体
表
面
の
酸
化
防
止
や
臭
い
の
低
減
を
図
る

技
術
で
あ
る
。
こ
の
技
術
を
開
発
し
た
（
株
）
ナ
ノ
ク
ス
に
よ
る
と
、

出
荷
前
の
魚
を
Ｕ
Ｆ
Ｂ
に
漬
け
込
む
こ
と
で
、「
従
来
よ
り
も
長
い
期

間
、
鮮
度
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
漁
港
で
は
、
漁
獲

物
の
Ｕ
Ｆ
Ｂ
処
理
の
開
始
に
合
わ
せ
て
島
内
の
飲
食
店
や
量
販
店
な
ど
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の
取
引
先
か
ら
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
日
持
ち
す
る
」「
臭
い
が
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
漁
協
は
、
島
内
の
需
要
家

に
対
し
て
、
処
理
を
施
し
た
魚
の
価
格
を
一
〇
〇
円
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
上

げ
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
取
引
相
手
は
日
持
ち
す
る
（
＝
廃
棄
率

が
下
が
る
）
こ
と
を
理
由
に
価
格
改
定
に
同
意
し
た
。

品
質
管
理
の
取
り
組
み
は
、
顧
客
志
向
へ
の
意
識
の
向
上
に
も
つ
な

が
り
、
同
年
に
漁
業
者
は
脱
血
処
理
に
必
要
な
エ
ラ
切
り
の
場
所
を
統

一
し
た
。
こ
れ
は
、
魚
は
売
り
場
で
左
向
き
に
置
か
れ
る
た
め
、
店
頭

に
並
ん
だ
際
に
見
栄
え
が
良
い
よ
う
右
側
の
エ
ラ
を
処
理
す
る
こ
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
衛
生
管
理
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、
漁
協
は
選
別
台

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
魚
箱
、
紫
外
線
殺
菌
装
置
を
導
入
し
た
。
そ
し
て
、

二
〇
年
一
二
月
に
は
（
一
社
）
大
日
本
水
産
会
［
※
２
］
よ
り
「
優
良

衛
生
品
質
管
理
市
場
・
漁
港
」
の
認
定
を
取
得
し
た
。

Ａ
社
と
の
直
接
取
引
に
よ
っ
て
、
漁
業
者
の
漁
獲
金
額
は
一
〇
～
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
上
昇
し
た
。
同
社
と
の
直
接
取
引
が
始
ま
る
直
前

の
二
〇
一
三
年
は
、
島
内
出
荷
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
島
外
出
荷
二
六
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
一
九
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
、

六
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
出
荷
先
が
逆
転
し
て
い
る
。
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

の
平
均
単
価
が
七
五
八
円
（
一
三
年
）
か
ら
八
七
六
円
（
一
九
年
）
へ
上

昇
し
、
漁
業
経
営
が
好
調
に
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
漁
業
者

の
子
ど
も
が
新
規
着
業
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
漁
獲
後
の
処
理
や
出
荷
な
ど
の
作
業
を
共
同
で
実
施
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
漁
業
者
同
士
の
仲
間
意
識
が
強
ま
っ
た
と

い
う
。
こ
う
し
た
仲
間
意
識
の
強
化
が
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

与
論
町
漁
業
協
同
組
合
（
鹿
児
島
県
与
論
町
）

―
研
究
機
関
や
民
間
企
業
と
の
連
携

与
論
町
漁
協
に
は
五
〇
名
の
正
組
合
員
が
所
属
す
る
。
ソ
デ
イ
カ
旗

流
し
、
曳
き
縄
、
瀬
も
の
一
本
釣
り
、
素
潜
り
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
ソ

デ
イ
カ
、
キ
ハ
ダ
、
シ
イ
ラ
、
カ
マ
ス
サ
ワ
ラ
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
て

い
る
。
年
間
漁
獲
金
額
は
二
～
三
億
円
で
あ
る
が
、
重
量
換
算
で
約
七

割
の
漁
獲
物
が
島
外
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

島
内
出
荷
分
は
、
漁
協
が
開
設
す
る
市
場
で
セ
リ
に
か
け
ら
れ
、
島

内
の
鮮
魚
専
門
店
や
量
販
店
な
ど
へ
供
給
さ
れ
る
。
島
外
出
荷
分
は
、

輸
送
コ
ン
テ
ナ
へ
入
れ
ら
れ
、
出
荷
当
日
の
一
〇
時
ま
で
に
荷
造
り
を

終
え
て
運
送
会
社
へ
引
き
渡
さ
れ
る
。
鹿
児
島
市
に
は
翌
朝
八
時
、
那

覇
市
に
は
当
日
一
九
時
三
〇
分
に
到
着
す
る
。
漁
協
で
は
、
島
外
出
荷

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
コ
ン
テ
ナ
や
製
氷
施
設
を
整
え
て

い
る
。
島
外
出
荷
に
か
か
る
輸
送
費
の
一
部
は
、
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法
に
よ
る
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

与
論
町
漁
協
は
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
の
鮮
度
保
持
と
単
価
向
上

を
目
的
に
、
二
〇
一
一
年
よ
り
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
と
も
に
Ａ
Ｔ

新しい離島振興への提言 水産振興
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漁港に並ぶ島外出荷用コンテナ（与論町漁協）。

Ｐ
（
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
を
開
始
し
た
。
一

五
年
、
漁
獲
物
を
船
上
で
神
経
締
め
し
、
漁
獲
か
ら
三
～
四
時
間
以
内

を
め
ど
に
処
理
し
て
真
空
パ
ッ
ク
に
詰
め
、
マ
イ
ナ
ス
三
五
度
で
急
速

冷
凍
す
る
こ
と
で
鮮
度
を
保
持
す
る
技
術
を
確
立
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

沿
岸
の
浮
き
魚
礁
周
辺
で
漁
獲
さ
れ
た
キ
ハ
ダ
や
カ
マ
ス
サ
ワ
ラ
を
自

営
加
工
場
で
処
理
し
、
急
速
冷
凍
し
て
製
品
化
す
る
計
画
を
立
て
た
。

こ
の
時
、
製
品
を
末
端
の
需
要
者
ま
で
ど
う
届
け
る
の
か
が
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
漁
協
は
、
製
品
を
自
ら
販
売
す
る
力
は
な
い
と
判
断

し
、
鹿
児
島
市
に
本
社
を
置
く
業
務
用
食
品
卸
売
会
社
Ｂ
社
の
協
力
を

取
り
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
①
漁
業
者
は
沿
岸
で
キ
ハ
ダ
な
ど
を
漁

獲
し
、
適
切
な
処
置
を
施
す
と
と
も
に
漁
協
へ
連
絡
を
入
れ
る
。
②
連

絡
を
受
け
た
漁
協
は
漁
獲
物
の
受
け
入
れ
準
備
を
始
め
、
漁
業
者
が
水

揚
げ
し
た
魚
を
三
枚
お
ろ
し
な
ど
に
処
理
し
、
真
空
パ
ッ
ク
機
に
か
け

た
後
に
急
速
冷
凍
す
る
。
③
そ
れ
を
冷
凍
保
管
し
、
一
定
量
に
な
る
と

Ｂ
社
へ
出
荷
す
る
。
④
Ｂ
社
は
、
そ
れ
を
鹿
児
島
県
内
外
の
ホ
テ
ル
や

居
酒
屋
へ
販
売
す
る
、
と
い
う
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
Ｂ
社
の
購
入
価

格
は
一
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
者
は
、
市
場
価
格
や
漁
獲
か
ら
の

時
間
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
市
場
出
荷
と
加
工
場
へ
の
出
荷
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
か
ら
は
シ
イ
ラ
に
つ
い
て
も
加
工
処
理
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
、
事
業
は
と
ん
挫
し
て

い
る
。
一
八
年
の
秋
頃
か
ら
浮
き
魚
礁
周
辺
に
イ
ル
カ
が
居
着
く
よ
う
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に
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
、
キ
ハ
ダ
や
カ
マ
ス
サ
ワ
ラ
を
ほ
と
ん
ど
漁

獲
で
き
な
く
な
り
、
Ｂ
社
へ
の
出
荷
が
実
現
で
き
て
い
な
い
。
漁
協
で

は
鯨
類
の
み
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
の
開
発
を
求
め
て
い
る
。

八
丈
島
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
（
東
京
都
八
丈
町
）

―
島
外
出
荷
し
づ
ら
い
魚
の
商
品
化

八
丈
島
漁
協
の
女
性
部
に
は
七
五
名
が
所
属
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

有
志
一
〇
数
名
が
、「
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
、
学
校
給
食
を
通
じ
て

地
魚
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
加
工
事
業
を
開
始
し
た
。

原
料
は
地
元
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
で
、
身
質
や
需
要
の
関
係
で
島
外
出

荷
し
づ
ら
い
ト
ビ
ウ
オ
や
ム
ロ
ア
ジ
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

漁
業
者
か
ら
直
接
購
入
し
て
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
フ
ラ
イ
、
魚
肉
ハ
ン
バ
ー

グ
、
魚
肉
餃
子
、
味
噌
漬
け
な
ど
の
冷
凍
品
へ
加
工
し
て
い
る
。
二
〇

〇
五
年
か
ら
学
校
給
食
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
定
量
の
販
路

を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
加

工
関
連
施
設
を
整
備
し
、
生
産
体
制
を
整
え
た
。

現
在
、
製
品
の
半
数
以
上
は
学
校
給
食
向
け
で
、
ほ
か
に
島
内
の
空

港
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
も
販
売
し
て
い
る
。
地
魚
を
活
用
し
た

手
づ
く
り
感
あ
ふ
れ
る
商
品
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
知
名
度

は
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
原
料
が
安
定
的
に
確
保
で
き
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
元
の
漁
業
者
が
安
価
な
ト
ビ
ウ

オ
や
ム
ロ
ア
ジ
な
ど
を
対
象
と
す
る
網
漁
業
か
ら
、
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど

高
単
価
な
魚
介
類
の
漁
獲
が
期
待
で
き
る
釣
り
漁
業
へ
相
次
い
で
転
換

し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

販
路
が
狭
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。
学
校
給
食
へ
の
納
品
価
格
に
は

上
限
が
あ
り
、
利
益
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
島
外
市
場
の
開
拓
を

試
み
て
い
る
が
、
離
島
活
性
化
交
付
金
の
戦
略
産
品
に
指
定
さ
れ
て
い

な
い
た
め
輸
送
費
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
割
高
な
輸
送
費

が
島
外
市
場
の
開
拓
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
加
工
事
業
の
担

い
手
が
次
第
に
高
齢
化
し
て
い
る
が
、
十
分
な
賃
金
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

水
産
加
工
会
社
Ｃ
社
（
東
京
都
八
丈
町
）

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
直
販

八
丈
島
の
水
産
加
工
会
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｃ
社
（
一
九
六
一
年
創
業
、

従
業
員
六
名
）
は
、
く
さ
や
製
品
を
中
心
に
燻
製
、
塩
干
物
な
ど
の
加

工
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。
Ｃ
社
の
く
さ
や
は
、
地
元
で
漁
獲
さ

れ
た
ト
ビ
ウ
オ
や
ム
ロ
ア
ジ
な
ど
を
用
い
、
機
械
で
処
理
し
て
水
洗
い

し
た
後
、
く
さ
や
汁
へ
一
日
ほ
ど
漬
け
る
。
そ
の
後
、
か
つ
て
は
天
日

干
し
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
自
動
乾
燥
機
を
用
い
て
乾
燥
さ
せ

て
い
る
。
出
荷
先
の
大
半
は
、
島
外
の
量
販
店
や
居
酒
屋
で
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
直
売
も
行
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は

新しい離島振興への提言 水産振興
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比
較
的
好
調
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
飲
食
店
の
休
業
・

時
短
営
業
な
ど
の
影
響
で
売
上
は
減
少
し
た
。

経
営
上
の
課
題
は
、
八
丈
島
漁
協
女
性
部
と
同
様
に
原
料
の
安
定
的

な
確
保
で
あ
る
。
網
漁
業
か
ら
釣
り
漁
業
へ
の
転
換
が
す
す
み
、
ト
ビ

ウ
オ
や
ム
ロ
ア
ジ
の
漁
獲
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
原
料
の
価
格
が

上
が
っ
た
う
え
、
入
手
も
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
製
造
設

備
の
更
新
に
も
苦
労
し
て
い
る
。
乾
燥
機
な
ど
の
更
新
に
は
五
〇
〇
万

円
以
上
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
は
融
資
に
対
し
て
消
極

的
で
あ
る
。
ま
た
、
瓶
詰
め
の
く
さ
や
な
ど
新
製
品
を
開
発
し
た
が
、

島
外
か
ら
瓶
な
ど
の
容
器
を
取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
、
製
造
原
価
を

押
し
上
げ
て
い
る
。
完
成
し
た
製
品
の
島
外
発
送
に
も
輸
送
費
が
嵩
む
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
加
工
品
製
造
に
は
、
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食
品
衛
生
管
理

手
法
）
に
準
拠
し
た
衛
生
管
理
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
［
※
３
］、

加
工
場
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
社
に
よ
る
と
、
島
内
の
同

業
他
社
も
同
様
の
課
題
や
悩
み
を
抱
え
て
お
り
、
八
丈
島
で
く
さ
や
を

製
造
す
る
水
産
加
工
業
者
の
減
少
（
七
社
か
ら
五
社
へ
）
な
ど
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
な
お
、
残
る
五
社
に
つ
い
て
も
後
継
者
を
確
保
で
き
て
い

る
の
は
二
社
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。

改
正
離
島
振
興
法
に
盛
り
込
む
べ
き
四
つ
の
視
点

こ
れ
ら
取
り
組
み
事
例
を
も
と
に
、
離
島
漁
業
の
経
営
改
善
・
向
上

女性部による加工品づくり（八丈島漁協）。



39
No.268季刊しま

に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
や
期
待
す
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
一
は
、
輸
送
費
支
援
の
対
象
拡
大
で
あ
る
。
離
島
振
興
法
な
ど
に

よ
っ
て
、
離
島
か
ら
本
土
へ
の
戦
略
産
品
の
輸
送
費
支
援
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
八
丈
島
の
ケ
ー
ス
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
補
助
対
象
の
外

に
置
か
れ
る
産
品
が
存
在
す
る
。
本
土
の
事
業
者
と
同
じ
土
俵
で
競
争

で
き
る
よ
う
補
助
対
象
範
囲
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

第
二
は
、
人
材
の
育
成
で
あ
る
。
奄
美
漁
協
の
取
り
組
み
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
漁
業
経
営
の
向
上
に
は
漁
協
職
員
に
よ
る
販
路
開
拓

や
経
営
指
導
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。
漁
村
地
域
の
人
づ
く
り
は
若
手
漁

業
者
の
育
成
に
焦
点
が
置
か
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
漁
業
経
営
改
善
の
取

り
組
み
は
漁
業
者
と
漁
協
職
員
が
両
輪
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

漁
協
職
員
の
能
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
高
い
能
力
を
有
す
る

人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
着
業
後
の
学
習
機
会
の
提
供
、
待
遇
の

改
善
や
成
功
報
酬
の
導
入
な
ど
、
漁
協
職
員
の
努
力
と
成
果
が
正
当
に

評
価
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

第
三
は
、
販
売
力
の
あ
る
民
間
企
業
と
の
連
携
で
あ
る
。
漁
獲
物
の

販
売
役
と
し
て
漁
協
へ
の
期
待
は
高
い
が
、
漁
協
の
開
設
す
る
産
地
市

場
で
は
売
買
参
加
者
が
減
少
し
、
価
格
形
成
力
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
魚
介
類
の
販
売
を
得
意
と
す
る
民
間
業
者
も
存
在
す
る
。
漁

業
者
や
漁
協
の
み
で
の
販
売
活
動
に
限
界
が
あ
る
場
合
、
与
論
町
漁
協

の
よ
う
に
獲
る
専
門
家
（
漁
業
者
）
と
売
る
専
門
家
（
民
間
業
者
）
が
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
た
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

販
路
の
開
拓
に
つ
な
が
る
。

第
四
は
、
技
術
力
や
開
発
力
を
も
っ
た
企
業
や
研
究
機
関
と
の
連
携

で
あ
る
。
近
年
の
食
品
保
蔵
技
術
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
。
生
鮮
に
近

い
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
冷
凍
技
術
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、
流
通

に
お
け
る
条
件
不
利
を
緩
和
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
新
た
な
離
島
振
興
法
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
が
、
上
述
し
た
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
視
点
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。
離
島
経
済
の
維
持
に
は
漁
業
振
興
が
不
可
欠

で
あ
る
。
国
や
自
治
体
な
ど
に
よ
る
支
援
と
漁
業
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、

漁
業
経
営
の
安
定
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。�

■

鳥居享司 （とりい たかし）

鹿児島大学水産学部水産経営学研究室准教
授。愛知県出身。漁業経営の持続性確保にむ
けた研究活動を行なう。離島の漁業や漁協の
経営問題、太平洋島嶼国の水産資源管理など
に焦点をあてている。また、NPO 法人鹿児島
おさかな倶楽部を主宰し、魚食普及や水産業
に係る学術的情報の普及にも力を入れている。

※1：野締めは、漁獲した魚を船上に揚げて氷
水などに漬けて締める方法。活け締めは、生き
た魚に包丁などをいれて締める方法で、鮮度
を保つことができる。神経締めは、活け締めの
方法のひとつであり、魚の鮮度を保つために
背骨付近に通っている脊髄にワイヤーなどを
通し、神経を壊す締め方を指す。
※2： 国内の水産業に関わる500あまりの事
業者・団体で構成される、日本唯一の水産振
興の総合団体。
※3：食品衛生法の改正により、2020年6月か
ら従業員50人以上のすべての食品等事業者
に対しHACCPに基づく衛生管理が義務化さ
れた。50人未満の事業者にはHACCPの考え
方を取り入れた衛生管理が求められている。
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